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(57)【要約】
【課題】
　折畳型のコインケースでありながら、紙幣を収納する
スペースを十分に確保でき、かつ、仕切板と底板との間
の隙間に小銭が混入することがなくスムーズに外蓋を閉
めることができるコインケースを提供すること。
【解決手段】
　折畳型のコインケース１は、収納部９を小銭入れ部１
１と、紙幣入れ部１０とに二分する仕切板６を有し、前
記仕切板６は、前記開蓋状態にあるとき、前記外蓋３と
略平行にかつ、前記外蓋３と所定の間隔を設けて位置さ
れ、前記両側壁５，５のほぼ上端から前記底板２との間
まで配置され、前記仕切板６の下部には伸縮自在な伸縮
部１６を有する構成とした。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
四角形状をなす底板２の一方の対抗する辺に外蓋３及び内蓋４と、
他方の対抗する辺に前記外蓋及び内蓋との間を繋ぎ、それぞれ内方に向けて略くの字状の
マチを有する側壁５，５と、
前記外蓋、内蓋及び両側壁の内側に小銭等を収納する収納部９と、を具備し、
前記外蓋、内蓋及び両側壁は、前記底板に対して略垂直方向に起立した開蓋状態と、前記
底板に対して略水平方向に傾倒した閉蓋状態とに開閉蓋自在な折畳型のコインケース１に
おいて、
前記収納部を小銭入れ部１１と、紙幣入れ部１０とに二分する仕切板６を有し、
前記仕切板は、前記開蓋状態にあるとき、前記外蓋と略平行にかつ、前記外蓋と所定の間
隔を設けて位置され、前記両側壁のほぼ上端から前記底板との間まで配置され、
前記仕切板の下部には伸縮自在な伸縮部１６を有することを特徴とする開閉蓋自在な折畳
型のコインケース。
【請求項２】
前記伸縮部を凹部２０及び凸部２１を有する鉤状に形成し、前記開蓋状態にあるとき前記
凹部を前記紙幣入れ部側に配置し、前記凸部を前記小銭入れ部側に配置することを特徴と
する請求項１に記載の開閉蓋自在な折畳型のコインケース。
【請求項３】
前記コインケースの材質を本革としたことを特徴とする請求項１に記載の開閉蓋自在な折
畳型のコインケース。
【請求項４】
前記底板の裏面側に、カード等を収納することができるカード等収納部３５を設けたこと
を特徴とする請求項１に記載の開閉蓋自在な折畳型のコインケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開閉蓋自在な折畳型のコインケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般的な開閉蓋自在な折畳型のコインケースは、例えば特許文献１のようなもの
がある。ここに開示されているコインケースは、小銭を収納する収納部のみが設けられて
おり、紙幣を持ち歩く場合は、別の財布に入れるか、小さく畳んでこのコインケースの小
銭を入れる収納部に入れるしかなかった。
【０００３】
　また、特許文献２には、外蓋の内側にカードや紙幣を入れられるポケットを有するもの
（使用状態を示す参考図を参照）も開示されている。このようなコインケースでは、確か
に小銭を入れる収納部に、カードや紙幣を入れなくても済むが、外蓋の内側にポケットが
設けられているため、紙幣を入れるスペースを十分に確保することができず、数枚のカー
ドまたは１ないし２枚程度の紙幣を入れるに止まってしまう。
【０００４】
　さらに、仮に図１０のように小銭を入れる収納部に、開蓋状態にあるとき外蓋と仕切板
との間を所定の間隔を空けて仕切板を設け、該仕切板の下端部を操作性の問題から底板ま
で延ばさず底板との間に隙間を空けるような構成にすると、この隙間から小銭が混入し、
閉蓋状態にする際に小銭が干渉し、閉蓋できないという問題が発生してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平７－２０８０２号公報
【特許文献２】意匠登録１１４９０４６号公報



(3) JP 2014-223112 A 2014.12.4

10

20

30

40

50

【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上述した問題を解決するためになされたもので、開閉蓋自在な折畳型のコイ
ンケースでありながら、紙幣を収納するスペースを十分に確保でき、かつ、仕切板と底板
との間の隙間に小銭が混入することがなくスムーズに外蓋を閉めることができるコインケ
ースを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケースは、収納部を小銭入れ部と、紙幣入れ部と
に二分する仕切板を有し、前記仕切板は、前記開蓋状態にあるとき、前記外蓋と略平行に
かつ、前記外蓋と所定の間隔を設けて位置され、前記両側壁のほぼ上端から前記底板との
間まで配置され、前記仕切板の下部には伸縮自在な伸縮部を有することを特徴としている
。
【０００８】
　また、前記伸縮部を凹部及び凸部を有する鉤状に形成し、前記開蓋状態にあるとき前記
凹部を前記紙幣入れ部側に配置し、前記凸部を前記小銭入れ部側に配置することを特徴と
している。
【０００９】
　さらに、前記コインケースの材質を本革としたことを特徴としている。
【００１０】
　また、前記底板の裏面側に、カード等を収納することができるカード等収納部を設けた
ことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケースは、収納部を小銭入れ部と、紙幣入れ部と
に二分する仕切板を有し、前記仕切板は、前記開蓋状態にあるとき、前記外蓋と略平行に
かつ、前記外蓋と所定の間隔を設けて位置され、前記両側壁のほぼ上端から前記底板との
間まで配置され、前記仕切板の下部には伸縮自在な伸縮部を有することにより、紙幣を収
納するスペースを十分に確保でき、かつ、小銭と紙幣が混入することがなくスムーズに外
蓋を閉めることができる。
【００１２】
　また、本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケースの伸縮部を凹部及び凸部を有する鉤
状に形成し、前記開蓋状態にあるとき前記凹部を前記紙幣入れ部側に配置し、前記凸部を
前記小銭入れ部側に配置することにより、前記紙幣入れ部のスペースをより広く確保する
ことができるとともに、小銭が前記伸縮部に挟まることを防止することができる。
【００１３】
　さらに、本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケースは、材質を本革としたことにより
、高級感をだすことができる。
【００１４】
　また、本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケースは、前記底板の裏面側に、カード等
を収納することができるカード等収納部を設けたことにより、紙幣入れ部とは別にカード
等を収納することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明のコインケースの開蓋状態を示す斜視図
【図２】本発明のコインケースの開蓋状態を示す平面図
【図３】本発明の仕切板の構成を示す分解斜視図
【図４】本発明の仕切板の形状を示す展開図
【図５】本発明の仕切板の形状を示す断面図
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【図６】本発明のコインケースの使用状態を示す斜視図
【図７】本発明のカード等収納部の構成を示す底面図
【図８】本発明のコインケースの開蓋状態から閉蓋状態に移行する途中を示す断面図
【図９】本発明のコインケースの閉蓋状態を示す斜視図
【図１０】従来の折畳型コインケースに仕切板を配置した参考断面図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を、図面を参照して説明する。図１及び図２
はコインケース１の開蓋状態を示した斜視図及び平面図である。図１及び図２の如く、コ
インケース１は、底板２、外蓋３、内蓋４、両側壁５，５及び仕切板６で構成されている
。本実施の形態のコインケース１は、材質を本革としている。すなわち、本革を使用する
ことで高級感を得ることができる。但し、この材質に限定されるものではなく、材質はナ
イロン、布、塩ビ、合革又はエナメル等であってもよい。
【００１７】
　図１の如く、前記底板２及び外蓋３は、矩形状の一枚の革で形成されている。但し、矩
形状に限定されるものではなく、正方形であってもよい。図１では開蓋状態を示している
ため、長手方向のほぼ中央付近を、略９０度の角度で図中上方に向けて、すなわち、前記
底板２に対し前記外蓋３を略垂直に折り曲げられた状態で形成されている。
【００１８】
　前記内蓋４は、前記底板２に対し略垂直方向に、かつ前記外蓋３に対し対抗する辺に配
置されている。該内蓋４の高さは大凡前記外蓋３の半分程度の高さとしている。図２の如
く、前記内蓋４の左右両端には、前記外蓋３との間を繋ぐようにそれぞれ側壁５，５が配
置されている。図１の如く、該両側壁５，５の高さも大凡前記内蓋４と同じ高さとしてい
る。なお、前記内蓋４及び両側壁５，５は一枚の革で形成され、図２の如く、前記底板２
の外形に沿って配置される。
【００１９】
　これら前記内蓋４及び両側壁５，５と前記底板２との結合は、前記内蓋４及び両側壁５
，５に設けられた縫合部７と前記底板２とを縫合によって行なっている。また、前記両側
壁５，５と前記外蓋３との結合は、前記両側壁５，５に設けられた縫合部８を前記外蓋３
の内面側に縫合することによって行なっている。該両側壁５，５は、共に内方に向けて略
くの字状に形成されたマチを有している。
【００２０】
　前記外蓋３、内蓋４及び両側壁５，５の内方が小銭や紙幣を収納する収納部９となって
いる。該収納部９は前記仕切板６で仕切られており、前記外蓋３と前記仕切板６との間の
スペースが紙幣入れ部１０であり、前記内蓋４と前記仕切板６との間のスペースが小銭入
れ部１１となっている。
【００２１】
　図３及び図４は前記仕切板６の構成及び形状を示した分解斜視図及び展開図である。図
３及び図４の如く、該仕切り板６は、本体１５、伸縮部１６及び縫合部１７で構成されて
いる。本実施の形態では、前記本体部１５と前記伸縮部１６とは一枚の革で形成している
。前記仕切板６は、図３の実線で示される如く、前記外蓋３と所定の間隔ａを設けて位置
され、前記縫合部１７とそれぞれの前記両側壁５，５の内面側とを縫合し結合している。
【００２２】
　本実施の形態の前記間隔ａは約１０ｍｍとなっているが、この間隔ａはこれに限定され
るものではない。しかし、この間隔ａは設計上、重要な寸法となっている。この間隔ａが
広くなり過ぎると、すなわち前記収納部９の３０％ないし５０％近く、例えば３０ｍｍや
４０ｍｍくらいまで広げてしまうと、前記小銭入れ部１１のスペースを確保できなくなり
小銭を収納する枚数が減少してしまう。また、小銭の取り出し等、使い勝手が悪くなって
しまう。さらに後述する閉蓋状態にする際に、前記両側壁５，５を折り畳む必要があるが
、この折り畳みを可能とする前記両側壁５，５の形状を設計する上で、著しく設計が難し
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くなるため、前記間隔ａはあまり広くならないように設定するとよい。
【００２３】
　図５は、図２に示すＡ－Ａ断面図である。図５の如く、前記仕切板６の前記本体１５が
前記両側壁５，５の上端からほぼ真っ直ぐに下方に延びている。該本体１５の下端には、
凹部２０及び凸部２１を有する鉤状に形成された前記伸縮部１６が設けられている。該伸
縮部１６の下端は前記底板２に縫合されている。前記伸縮部１６は、前記凹部２０を前記
紙幣入れ部１０側に配置し、凸部２１を前記小銭入れ部１１側に配置している。この配置
を逆方向、すなわち、前記凸部２１を前記紙幣入れ部１０側に、前記凹部２０を前記小銭
入れ部１１側に配置すると、閉蓋する際に小銭が前記凹部２０に挟まることがあるととも
に、前記凸部２１が前記紙幣入れ部１０に突き出てしまうため紙幣を入れる際に邪魔にな
ることがある。なお、前記伸縮部１６は、前記凹部２０及び凸部２１を有する鉤状に形成
されることに限定されるものではなく、小銭が挟まらないように、かつ、紙幣を入れる際
に邪魔にならない形状、例えば、蛇腹状（図示せず）にしてもよい。
【００２４】
　図６は、前記コインケース１を使用している状態を示す斜視図である。図６に示すよう
に、上述の如く形成された前記コインケース１は、前記紙幣入れ部１０に紙幣３０を十数
枚入れることができ、前記小銭入れ部１１には小銭３１を十分入れることができるスペー
スが確保されている。
【００２５】
　図７は、カード等収納部３５の構成を示す底面図である。図７の如く、前記底板２の裏
面には、一枚の革を略Ｘ字形状に形成したＸ板３６を前記底板２の裏面に縫合し、該Ｘ板
３６と前記底板２との間をカード等収納部３５としている。このカード等収納部３５には
、クレジットカードやポイントカード等のカード３７を収納することができる。これによ
り、前記紙幣入れ部１０とは別にカード３７を収納することができる。なお、カード等収
納部３５には、カードのみが収納されるわけではなく、名刺やレシート等を収納してもよ
い。
【００２６】
　次に、前記コインケース１を開蓋状態から閉蓋状態にする動作について説明する。図１
の開蓋状態から前記外蓋３を内方（図中下方）に向けて傾倒すると、前記両側壁５，５の
略くの字状の折り曲げ部４０（図２参照）がさらに内方に移動することにより、図８の如
く、前記内蓋４及び前記仕切板６も内方に倒れていく。
【００２７】
　このとき、前記仕切板６の伸縮部１６は、伸縮自在となっているため、前記外蓋３の傾
倒に併せ、スムーズに前記仕切板６を傾倒させることができる。さらに前記外蓋３が傾倒
すると、前記内蓋４、両側壁５，５及び仕切板６は、前記底板２と略平行になる位置まで
折り畳まれながら倒れる。そして、前記外蓋３の裏面側と前記内蓋の表面側に設けられた
留め具４１によって、図９の如く閉蓋状態となる。
【００２８】
　本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケース１は、収納部９を小銭入れ部１１と、紙幣
入れ部１０とに二分する仕切板６を有し、前記仕切板６は、前記開蓋状態にあるとき、前
記外蓋３と略平行にかつ、前記外蓋３と所定の間隔を設けて位置され、前記両側壁５，５
のほぼ上端から前記底板２との間まで配置され、前記仕切板６の下部には伸縮自在な伸縮
部１６を有することにより、紙幣を収納するスペースを十分に確保でき、かつ小銭と紙幣
が混入することがなくスムーズに外蓋を閉めることができる。
【００２９】
　本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケース１の伸縮部１６を凹部２０及び凸部２１を
有する鉤状に形成し、前記開蓋状態にあるとき前記凹部２０を前記紙幣入れ部１０側に配
置し、前記凸部２１を前記小銭入れ部１１側に配置することにより、前記紙幣入れ部１０
のスペースをより広く確保することができるとともに、小銭が前記伸縮部１６に挟まるこ
とを防止することができる。
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【００３０】
　本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケース１は、材質を本革としたことにより、高級
感をだすことができる。
【００３１】
　本発明の開閉蓋自在な折畳型のコインケース１は、前記底板２の裏面側に、カード等を
収納することができるカード等収納部３５を設けたことにより、紙幣入れ部１０とは別に
カード３７を収納することができる。
【符号の説明】
【００３２】
１　　　　　コインケース
２　　　　　底板
３　　　　　外蓋
４　　　　　内蓋
５，５　　　側壁
６　　　　　仕切板
９　　　　　収納部
１０　　　　紙幣入れ部
１１　　　　小銭入れ部
１６　　　　伸縮部
２０　　　　凹部
２１　　　　凸部
３５　　　　カード等収納部

【図２】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１】

【図３】
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